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『宣誓

我々選手一同は 知と和と粘りの校訓のもと

仲間の頑張りを讃えること 自分に負けないこと そして最後まであきらめないことを

今日のこの大会で実践します

クラスの心が一つになるように

今日の自分を越えられるように

笑顔でゴールや記録に向かって 挑戦します

大空に 咲かせてみせよう 勝利の花を

このスローガンにふさわしく

スポーツマンシップにのっとり 正々堂々と

いかなる状況においても 全力で競技に参加することを誓います

平成２３年６月１７日 選手代表

３年１組滝下翔也 小林京香 ３年２組伊藤純 新田茄奈子 ３年３組橋場亮太 小坂莉子』

名 前 種 目 新記録 これまでの記録（年度）

松井 和君 （１の３） １年女１００ｍ １４″４９ １４″７５（Ｈ２２）

鈴木 涼太君 （１の１） １年男２００ｍ ２９″２７ ２９″５０（Ｈ２０）

朝倉 琢斗君 （１の１） １年男１００ｍＨ １８″３３ １９″６３（Ｈ２２）

戸田 莉子さん（１の２） １年女１００ｍＨ １８″３４ １９″３８（Ｈ２２）

朝倉 菜月さん（１の２） １年女ジャベリックスロー ２０ｍ４６ １６ｍ８６（Ｈ２２）

小野寺晴香さん（２の３） ２年女１００ｍ １４″５２ １５″３９（Ｈ２２）

須郷 一代さん（２の３） ２年女１００ｍＨ １７″４３ １９″８５（Ｈ２１）

木下 美咲さん（２の１） ２年女１００ｍＨ １８″４０ １９″８５（Ｈ２１）

大平 莉子さん（２の３）

神田 愛さん（２の３） ２年女４００ｍＲ ５９″５５ ５９″７５（Ｈ２０）

須郷 一代さん（２の３）

小野寺晴香さん（２の３）

澤田 龍也君 （２の４） ２年男ジャベリックスロー ３７ｍ６２ ３６ｍ７７（Ｈ２１）

伊藤 純君 （３の２） ３年男１００ｍ １２″８０ １２″９８（Ｈ２１）

橋本 彩花さん（３の１） ３年女１００ｍ １４″１４ １４″５１（Ｈ１７）

橋本 彩花さん（３の１） ３年女２００ｍ ３０″５０ ３１″１２（Ｈ１７）
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〒 070-0025 旭川市東５条１丁目

E-mail: myojyo@myojyo.jhs.asahikawa-hkd.ed.jp

Tel 0166-26-0468 Fax26 -0469

『
ニ
ワ
ト
リ
症
候
群
』

校

長増
茂

薫

あ
る
研
究
大
会
の
講

演
会
で
「
ニ
ワ
ト
リ
症

候
群
」
に
つ
い
て
の
お

話
を
聴
き
ま
し
た
。

お
よ
そ
一
時
間
の
講

演
で
し
た
が
、
平
成
十

七
年
に
制
定
さ
れ
た
食

育
基
本
法
の
解
説
か
ら

始
ま
り
、
子
ど
も
た
ち

の
食
生
活
に
関
わ
る
問

題
点
を
「
時
間
」
、
「
空

間
」
、
「
質
」
の
三
つ
の

視
点
か
ら
と
ら
え
て
の

お
話
で
し
た
。
朝
食
の

大
切
さ
、
朝
食
と
学
力

や
運
動
成
績
と
の
関

連
、
家
族
と
の
食
事
の

重
要
さ
、
肥
満
や
摂
食

障
害
、
少
年
犯
罪
と
食

生
活
な
ど
幅
の
広
い
内

容
で
し
た
。
多
く
の
資

料
や
デ
ー
タ
に
基
づ
い

た
説
明
で
、
ど
れ
も
大

変
興
味
深
く
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

講
演
の
ま
と
め
の
部

分
で
、
「
ニ
ワ
ト
リ
症

候
群
」
に
つ
い
て
紹
介

し
て
い
ま
し
た
が
、
ま

さ
に
今
の
子
ど
も
た
ち

の
食
生
活
の
課
題
を
的

確
に
表
現
し
て
い
た
の

で
紹
介
し
ま
す
。

「
ニ
ワ
ト
リ
症
候
群
」

は
「
孤
食
」
、
「
欠
食
」
、

「
個
食
」
、
「
固
食
」
の

頭
文
字
を
並
べ
た
も
の

で
す
。
こ
、
け
っ
、
こ
、

こ
で
す
。

今
の
子
ど
も
た
ち
の

食
生
活
の
問
題
点
と
し

て
、
「
孤
食
」
～
一
人

で
食
べ
る
、
「
欠
食
」

～
食
事
（
特
に
朝
食
）

を
抜
く
、
「
個
食
」
～

食
事
は
一
人
が
気
楽
・

食
事
は
一
人
に
限
る
、

「
固
食
」
～
固
定
し
た

食
事
（
い
わ
ゆ
る
偏
食
）

を
指
摘
し
て
い
ま
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た

ち
に
当
て
は
ま
る
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し

た
。
二
十
四
時
間
営
業

の
コ
ン
ビ
ニ
、
手
軽
な

フ
ァ
ー
ス
ト
フ
ー
ド
、

ゲ
ー
ム
や
携
帯
電
話
の

普
及
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
不

足
、
核
家
族
化
、
塾
通

い
、
経
済
的
な
困
窮
、

保
護
者
の
多
様
な
価
値

観
な
ど
、
今
の
社
会
で

の
子
ど
も
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
を
考
え
る

と
、
「
ニ
ワ
ト
リ
症
候

群
」
は
現
代
社
会
が
必

然
的
に
作
り
出
し
た
病

態
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
し
て
、
よ
く
考

え
る
と
こ
れ
は
子
ど
も

だ
け
で
な
く
私
た
ち
大

人
に
も
当
て
は
ま
る
病

態
な
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。学

校
は
夏
休
み
に
入

り
ま
す
。
普
段
家
族
が

揃
っ
て
食
事
を
す
る
機

会
が
な
い
ご
家
庭
で

は
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

楽
し
い
食
の
時
間
を
設

け
て
い
た
だ
き
た
い
も

の
で
す
。

２０日，旭川市の「青少

年と対話事業」に参加する

形で，本校生徒１０名が西

川将人市長と懇談する機会

に恵まれました。本校３階

教室にて，多少，緊張気味

だった生徒たちも，親しみ

やすい市長の司会ぶりやトークに慣れてきて，次第に笑いあ

りの自己紹介からフリートークへと進行。「今，何をしてい

れば将来市長になれますか？」の質問も登場。詳細は，次号

にて掲載します。参加者は，以下のとおりです。齋藤真子さ

ん（３年），若松慶将君（３年），小田桐かえでさん（３年），

佐々木良輔君（３年），滝下翔也君（３年），北清雄喜君（３

年），髙田結月さん（２年），髙橋渚さん（２年），原有平君

（２年），米川さや葉さん（２年）。




